
１．件 名：東京電力ホールディングス株式会社柏崎刈羽原子力発電所の事

業者防災訓練に関する意見交換について 

 

２．日 時：令和3年4月6日 13:30～15:10 

 

３．場 所：原子力規制庁3階 室内会議卓 

 

４．出席者 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

宮地防災専門官、和田防災専門職 

（以下、テレビ会議システムによる出席） 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

児玉企画調整官、平野室長補佐、落防災専門官 

東京電力ホールディングス株式会社 

原子力運営管理部 防災安全グループ課長他9名 

 

５．要 旨 

東京電力ホールディングス株式会社から、令和3年3月12日に実施した

同社柏崎刈羽原子力発電所の原子力事業者防災訓練で確認された問題

点・課題、原因分析、原因分析を踏まえた対策等について、ERCプラント

班との訓練後の振り返りや社内・社外評価結果も踏まえまとめた資料に

基づき説明があった。 

原子力規制庁から、今回の原子力事業者防災訓練で確認された問題

点・課題等に関して、ERCプラント班との情報共有、情報共有ためのツー

ル等の活用が過去の同訓練と比べるとかなり低調であった点を踏まえ、

主に以下を指摘した。 

・ERCプラント班との訓練直後の振り返りや社内・社外評価結果から抽

出した問題点・課題に限定せず、昨年度や一昨年度の事業者防災訓練

との比較・検証を行い、問題点・課題を洗い出すこと。 

・問題点・課題の中から直ちに取り組むべきものを抽出し、それに対す

る原因を深堀りし、必要に応じて、組織的要因まで踏み込んで対策を

講じること。 

東京電力ホールディングス株式会社から、本日の指摘を踏まえ、問題

点・課題、原因分析、原因分析を踏まえた対策等を再整理し、その内容

を速やかに再度説明するとの回答があった。 

 

 

 



６．その他 

配布資料 

資料 1：2020 年度柏崎刈羽原子力発電所防災訓練（3/12）における課題

対応等について（案） 

資料 2：DIANA とは 


